


はじめに

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調壺、環境整備事業は順調に進捗していますか、昭和

60年度の発掘調査は昨年度に引きつずき隣接した城戸ノ内町吉野本地係で実施しました。

公園センターから八地谷入口にかけての城戸ノ内中央部、 一乗谷川西側一帯の調査は、一

応今回で終了することにしました。

本年度の調査では、庭を持った武家屋敷や備蓄銭を埋蔵した武家屋敷、また数多くの小

規模な町屋跡、山沿いに配置された南北方向の幹線道路などか検出され、戦国城下町の構

造を解明するためのi't重な資料がさらに蓄積されました。遺物では青白磁や白磁などの中

国製陶磁器片か多量に出土しましたか、これまでの資料の不足をカバーし、新たな成果か

得られるものと存じます。また備蓄銭や俵や打出の小槌などの招福の絵柄が描かれた杓子、

冊子本の医学書であったと思われる焼紙の断片などからは、往時の人々の生活か生々しく

しのばれるのであります。

環境整備は、これまでと同じような手法で第46次発掘調査で検出した武家屋敷や町屋道

路の跡を露出展示整備しました。また館跡の従来の金属製説明板を木製説明板に変えると

ともに、復原武家屋敷にも説明板を設置、見学者の便宜をはかりました。

おわりになりましたが、事業の実施にあたり、種々ご指導、ご援助をいただきました文

化庁、朝倉氏遺跡調査研究協議会、福井市教育委貝会などの関係各位、ならびに城戸ノ内

町をはじめとする地元の皆様に心から感謝申し上げる次第でございます。

昭和 61年 3月

朝倉氏遺跡資料館長 藉§ 原、 臥：
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第 51 次調 査

第51次調査は、福井市城戸ノ内町吉野本地籍の東南部、約1720mを対象に実施した。調査区

の北は第49次調査地、東は第36次調査地に接しており、西は今年度後半期に調壺した第52次調

査地とな っている。この地区一帯は、第52次調査をも って一応過去 7年間のまとめとなる予定

てあるか、合計約 2万平方メートルの面的な調査によ って、多くの成果か上けられた所といえ

よう 。その 1つは、 4本の東西 ・南北方向の主要幹線道路か検出されたことによ って、町割か

整然と実施されており戦国城下町の都市プランか把握された点てある 。第2には、西の山際に

沿って寺院跡 3、武家屋敷跡6か検出され、一乗谷川沿いの道路に面して町屋跡か98以上も検

出できた点てある 。寺院跡ては、土塁をめ〈らした中規模程度の寺院や、募地と柿経の束を埋

納した寺院などかみつかっており、町屋跡の中には、紺屋 ・鋳物師 ・数珠師・ t會物師などの職
種の知れる家屋 もみつか っ ている 。 戦国城下町における寺院・武家屋敷 •町屋の配置の府り方
や、佃々の具体的な様子かかなリ判明してぎたといえよう 。

今回の調査は、この地区か寺院集中から武家屋敷集中へ徐々に移行していく過程を明らかに

する目的ても って、昭和60年 4月1日から 8月3日まて実施し、その後補足トレンチ調査と、

11月7日のヘリコ プターによる空中写真測量による逍構平面図の成果をえて全てを終了した。
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挿図ー 1 第51次調査区略図
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発掘された遺構 (PL.2-6,第 1～ 6図）

第51次調査区は、大きくみて 3つの区画から構成されている。第 1区は、 51-1~51-4で、

面積約830面を有している 。南辺は後世の削平で不明な点か多いか＼段差の附近とすれば、道路

S S 2001、溝S02860、3030、3031などで区画されており、武家屋敷と考えられる。そのうち

道路に面した51-1 • 2は、最終時期に町屋になっていたものと推定された。第2区は、 51-

5~51-14で、面積約410面の中に町屋か10軒程度集住している様子か検出できた。各町屋は、

狭い溝で区画されている。第3区は、 51-15で、面積約480面を有している 。武家屋敷と考えら

れ、道路SS 2001、溝SD 2860 ・ 2862 ・ 3031 ・ 3035で区画されている。道路に面した部分には、

土塁SA2878を設けており、最終時期には51-3の区画もとり入れて敷地を拡張している（挿図

-1)。

検出した主な遺構は、道路2、溝22、土塁 l、礎石建物28、掘立柱建物l、井戸 9、石積施

設6、埋甕遺構3などであった。ここでは、まず区画割に関係する道路や溝、石列などについ

て解説し、つぎに、各区画ごとにその主要な遺構について述べていくことにする 。なお、方位

は説明の都合上、東北方向を北として記述を行なった。

S S2001 この東西道路は、第49次調査ですでに検出され、報告済のものである。この道路は、

武家屋敷街を結ぶ主要幹道であり、町割施工時の基準にもなったものであろう 。

S S3097 この道路は、町屋の間を通る幅1.3mの袋小路であり、両側には石を並べ砂利を敷い

ている。51-9 ・ 10 ・ 11 ・ 12の町屋へは、この小路かなければ入れないことから、生活道路と

して欠〈ことのできないものである。なお、道路より 1m東側の下層からも、 石列と砂利敷面

が検出され、嵩上げによる道路の改変のあ ったことが知られた。

S53170 この道路は、 SS 2001にとり付いた幅約 1mの狭いもので、石積施設SF 3196の所

で行きどまりになっている。52-6の敷地へ入る専用の袋小路と考えられるか、 51-15の敷地

にも通じていたようである。51-15には、表門と考えられる SI 2911か存在しているか、他に

門または入口と考えられる SX3232か検出されていることや、土塁SA2879か途中で切れてい

ることなどから、通用口 SX3232にとり付く道路の機能も有していたものと思われる。

S D2862 この溝は、道路SS 3170の側溝であり、 SD 3176に接続し、 S02860に注いでいる。

石段SV 3188と、この SD 2862とで、 51-15の敷地か限られている。

S D3031 この溝は、 SD 3050 ・ 3036 ・ 3031 ・ 3032と直線的に流れ、 S02860に注いでいる。

しかし、最終時期には、石積施設SF3096か設けられたり、 SD 3032か埋められたりしたため、

S D 3055、3031と流路は矩折れ状に変更されている。

S D3040 この溝は、町屋を限る溝でSD 3042 ・ 3043 ・ 3044 ・ 3045 ・ 3046などの町屋区画を示

す溝かとり付いている。南から北へ流れていたようであるか、削平のため行先は不明である。
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51-1 道路SS 2001に面して地口7.6m、奥行 7mの敷地をもっている 。西辺・南辺は石列で

画されており、とくに南辺の幅約2.2mの空地は、石か多くよく分からなかったか溝や通路状の

逍構か検出された。敷地内には、 一面に砂利かみられ、掘立柱建物SB3157か検出できた。南

北4.73m(2.5間）X 東西2.9m(1.5間）分が確認され、北寄り中央部には井戸 SE 3082か位罹

している。下層は、黄色上と炭層とか薄く互層をなしており、床面数を把握することは困難で

あった。束よりの所で礎石建物SB 3055の礎石 1個か検出できたが、周囲に鉢巻状に石がめぐ っ

ていた。

51-2 道路SS 2001に面した地口 4m、奥行約10mの敷地をもつ町屋である。入口附近は、

溝SD 2022 ・ 2699 ・ 2860か位沼している 。上層では、掘立柱建物S83056、石積施設SF3092、

礎石建物S83057か検出された。SB 3057は、 4.72m(2.5間）分のみか残存していた。

51-3 地口4.3m、奥行9mの敷地をもつ。溝SD3031に伴なう上層面は、黄色土の整地面の

みで遺構は全く認められなかった。下層では、溝SD3032と礎石建物SB 3058か検出された。

S D3032は、 51-15の武家屋敷を拡張する際、整地土で埋められたものと思われる。SB 3058 

は、東西約 3m(1.5間） X南北 5m (2.5間）分か検出できた。

51-4 この武家屋敷は、当初、道路SS 2001に面して地口を有していたものと思われるか、

後に、町屋51-1 ・ 2と、武家屋敷51-15の拡張部51-3とによ つて侵蝕され、東西 ・南北と

も約23m四方の敷地になったものと考えられる 。その結果、 51-2と3の間の幅約 5mの部分

は、この屋敷に入る通路として、固く叩きしめられた砂利か敷かれていた。敷地西寄りには、

井戸SE3084、石積施設SF3094、東北隅には、井戸SE3085か位置している 。敷地の中央部

には、東西9.92m(5.25間）X南北7.56m(4間）の大きな礎石建物S83065か位箇しており、

とくに、南半分は、固く叩き締った焼土面とな っていた。建物の西北部では埋甕遺構SX 3154 ・ 

3155か検出された。北側の礎石建物S83064の規模など9}不明であるか、この建物と繋ってい

たものと思われる。東南隅の礎石建物SB3066は、 S83065よりも若千高い面にある。

51-5 • 6 • 7 ・ 8 溝SD3040の東に位罹する町屋で、それぞれか、溝SD 3042-3045で小

さく画されている。51-5は、東辺に入口か想定される。地口は 4m、奥行は 5m分か残存し

ていた。礎石などは検出できなかったか、 SB 3078の存在が予想できる。南辺近くで炉跡SX

3152が確認できた。なお、この区画の北でももう 1軒分の町屋か想定できるか、削平か著しい。

51-6は、地口 4m、奥行は4.5m分か残存していた。黄土や焼土で整地されており、建物遺構

S B 3079の存在は予想されたか、礎石などは検出されなかった。51-7は、地口4.5m、葵行は

3m分か残存していた。西北隅には、底に石を敷いた浅い石積施設SX3153かみられる。

51-9 溝SD 3039 ・ 3040 ・ 3046で限られた、東西4.5m、南北は11.8m分の敷地を有する町屋

である。西南閣に入口かあり、袋小路SS 3097かとり付いている。敷地の南半分の所で上層建

物SB 3075、下層建物S83076の根石とみられる石敷群か、合計4ヵ所検出された。根石の周
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囲を、越前焼の甕片で仕切っている例もみられた。敷地中央附近には、長径 2mのピノトかあ

り、炭かつま っていた。敷地の西北隅には、石梢施設SF3087か検出されたか、楕円形を呈し

ていた。

51-10 溝SD 3040 ・ 3046と、袋小路SS 3097とで限られた町屋である。中はどには井戸 SE

3091か位置している 。溝肩に礎石らしい石も認められるか、その規模などについては不明であ

る。袋小路SS 3097より東側を掘り下げた際、 SS 3097の石列と平行する石列を検出した。砂

利か固く叩き締められており、下層の路遺構と思われる。

51-11 溝SD 3036 ・ 3037 ・ 3039で限られた東西13m、南北は 8m分の敷地を有している 。袋

小路SS 3097の突きあたりには、敷地内の通路と思われる砂利敷SX3140かあり、入口は東南

隅にあ ったものと思われる 。敷地の北よりの所には、東西約3.1m、南北約4mの礎石建物SB

3069かある 。遺構面には、 一面に砂利か敷かれており、雨落溝S03038、井戸 SE3088、石積

施設SF3096などを伴なっている 。下層でも礎石建物SB 3070 ・ 3071か存在していたものと思

われるか、規模などは不明である。

51-12 溝SD 3037 ・ 3048 ・ 3052と、路SS 3097とで限られた東西8.2m、南北6.7mの敷地を

有している。敷地内には、方形の石列で囲まれた礎石建物S83074かあり、井戸 SE3090をも

つことから、井戸屋形とも考えられた。同時期の礎石建物としては、北辺の溝S03037の肩に

ある一列の礎石か想定できるか、残存状況は極めて悪い。下層では、礎石建物SB 3073か検出

された。この礎石の周囲には、根石か鉢巻状に配されていた。

51-14 溝SD 3037 ・ 3048 ・ 3050で限られた町屋である 。東西5.7m、南北は8.5m分か検出さ

れた。敷地中央に、棟通りを示す礎石列かあり、礎石建物S83072か建っていたものと思われ

る。建物の残存状況は悪く規模などは不明であるか、南端には井戸 SE3089かみられる 。

51-15 溝SD 2860 ・ 2862 ・ 3031 ・ 3032 ・ 3035で限られた東西14.5m、南北33.7mの敷地を有する

武家屋敷である。北辺と、西辺の前半分には土塁SA 2878 ・ 2879かみられる。敷地の西北隅には、

薬医門 SI 2911か開いており、その横には、砂利を敷きつめ巨石を配した庭SG 2914かある。

庭内には、巨石を利用して井戸SE3083か検出できた。敷地は表から14mの所で段とな ってい

る。表側には、 2棟の礎石建物SB 3059 ・ 3060か繋ってある 。S8 3059は、東西10.4m、南北

6.3mの規模で、東辺、北辺、西辺に庇かみられる。西辺の1.5間の庇は、入口と考えられ、中央

に平らな踏石か据えられている 。西北隅の庇SX2923は、庭へ降り立つ所とみられる 。SB3060 

は、東西9m、南北5.7mの規模で、南へ延びる可能性もある 。西に位問する SX3232は、上層

遺構てあるか、通路SS 3170から入る門と推定される 。敷地奥半分には、大猥埋設遺構SX3115、

木組の上に方形石組をもつ SF3093などの施設をもつ礎石建物SB 3061、その上層建物SB 3062 

などかあり、さらに嬰には、東西7m、南北4.8mの礎石建物SB 3201かあり、この建物の下層

にも、礎石建物S8 3202か重複して検出されている．o
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発掘された逍物

第51次調査で出土した逍物は総点数41,442点に上る。その内訳は、越前焼10,305(24.9%）、瀬戸・美

濃焼1,033(2.5%）、土師質土器22,462(54.2%）、此質陶器その他211(0.5%）、中国製陶磁器5,032

(l2.1%）、朝鮮製陶器241(0.6%）、金属製品1,083(2.6%）、石製品656(1.6%）、木製品419(1.0%）である。

調査区の遺構の性格からみて、北半の武家屋敷地区と南半の町屋地区とに大きく区別される。

そして、 北半の武家屋敷地区での出土遺物は25,271点に上り 、町屋地区での16,1 71点を上回り

全体では6割を占めている。この傾I［りは当然、両地区の発掘面積の多少に関わることであるか、南

北溝SD 3031とそれ以西の礎石建物SB 3059 ・ S B 3060の表土及び焼土層中か らの集中的な逍

物の出土状況か反映されていることも又、地区全体の各グリソド別躾計から伺える。表土層に

逍物力集中していること は1日耕田に使用されていた畦畔に逍物か掻き寄せられた結果とみるこ

とかでぎるし、焼土層に逍物ヵ集中していることについては、従来の各調査例によ って常に指

摘されており、 今回もこの礎石建物などを被う、 炭化物を多量に伴う焼土層か逍存し ていた こ

とによって得られた結果でもある 。

この中国製陶磁器に関してはH乍年度の調杏において、 青白磁梅瓶、青磁壺、同鉛文壺、同刻

花文盤、 白磁JIil(口禿タイプ、腰折れタイプなど）の破片か既に若干出土しており、 今回も こ

の隣接する調森区で同様の遺物か出土することか予愁されたか、結果は器種 ・鼠共にその予想

をはるかに上回る逍物か得られた。一乗谷出土の中国製陶磁器としては従来か ら少ない例でも

あり、不明な部分も多かったか、ある程度これをカバーしうる資料となるものとみられる。今

後の整理及び比較研究などに期待かもたれる。 挿図ー3 青白磁梅瓶出土分布

挿図ー2 調査区模式図（旧地形との比較）
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さて、個別にみてみよう 。まず、青白磁梅瓶(1)であるか、 その出土分布を挿図3に示した。

各グリ ッド毎にアミの濃淡で密度の差を表現したか、祖いアミか出土点数05~1まで、次のア

ミかl.5~5まで、最も濃いアミは5.5以上の3段階表示とした。以下同様。出土点数か少数点以

下を示しているのはグリ ッドが2個以上にまたかっている場合、出土点数を機械的に等分した

ためである 。挿図に取り上げたものは、いずれもグリ ッドかまたかるケースは 2個までであっ

f‘ し． o また出土分布の図化に際しては、各器種共に接合しえた破片のみを取り扱い、同一個体と

見られる場合でも接合しえなかったものについては除外してある 。従って、 この出土分布図は

第51次調査を終えた時点での出上状況に対する、ある段階の分布を示す限定的なものとしてお

きたい。

青白磁梅瓶の出上点数は計116点で、これには第49次調査での12点か含まれる。器型・文様共

にはほ全体に近いものに復元することかできた。出土分布はグリ ッドPT63 ・ P U63を中心に

して武家屋敷地区とした調査区の北半に広い分布を示す。グリ 、ノ ドPT63 ・ P U63にはカメピ ッ

トSX3115があり、 この遺構から比較的多数出士している。次に青磁壺（下蕪花生力'7)(21)で

あるか、 その分布は武家屋敷地区のほぱ全体にわた っているか、特に分布の中心はなくまばら

である。計23点出土している。しかし、次の青磁刻花文盤(26)ではやはり PT63 ・ P U63で集

中的な出土分布を示す。これはPT63 ・ P U63の表土層 （特に畦畔）やカメピ ットSX3115で

の集中的な出土が要因であ った。計67点。そして、 この傾向を最も顕著に示すのか次の天目瓶

(19)の出土分布で、 P T63 ・ P U63及びその周辺部のみに集中する 。器型の約半分か復元しえ

た。計31点。挿図 2の調査区模式図をみると、

挿図ー4 青磁壺出土分布
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挿図ー5 青磁刻花文盤出土分布
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画などに規制されていることか考えられるし、今回、紙数の制約上特に図示しえなかったか、

調査区の各グリッド別遺物出土の集計からは旧耕田の用水路や畦畔と重なるグリッド、例えば

P Q-P V63やPV-P Y62では他のグリッドか200点前後の出土点数を示すのに対して800~

1,000点前後を示す。

表 1にはこれらの層位別出土状況を示した。「 I段階」はグリソド設定時から表土（耕土）を

除去するまでの段階を一括した。「II段階」は遺構面の検出段階で出土したもの、 「III段階」では

遺構面の精査、溝やピットなどの完掘、或は炭 ・焼土層の除去によって得られたものを一括し

が-o そして、発掘時の排土からのもの、表採分 挿図ー6 天目瓶出土分布

のものについては各々の合計点数の下にカソコ

でその数を示した。

出土し、

この中で白磁印花文皿(6~

8)か「III段階」のみ 7点の出土となっているの

は礎石建物S83060炭・焼土層からの一括出土

であったことを示す。計 7点かほぼ完形のまま

うち 3枚の内面にスタンプによる菊唐

草文か見られ、他は無文となっている厚手の削

り高台を有する皿である 。又、挿図には示さな

かったか白磁皿の口禿タイプ(2~5)や白磁皿の

腰折れタイプ(9~11)、或は青磁乳鉢(23)、同片

口鉢(20)、同輪花皿(13-17)などもここでは層

位別に分けて示した。いずれも数量的な層位毎

: I ;．i . ． ] ［ 
1111 I I I! _LlJJlL 
J K l : ; 
l(J_,—ll_ _,—,—,—,_,—,-J/J~ 

十

；二i 吋

I 
I 

6[ 

y
 

＞
 

T
 

。

゜67 66 64 63 62 61 60 59 58 

•••• 
`
•
そ·
:
-
·
:
-
『

••• 

-
:
4
む
封
l

苔
ì
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表 1 中国製陶磁器層位別分布状況

器 育 畠 白磁皿（腰折れタイプ） （白口磁禿皿） 

喜嘉青 塁 青磁輪花皿（腰折れタイプ含む） 天 彩と白

>

｀ 
陸皆

種 磁
乳
片 磁 目

墨梅 イロハニホへ イロ ロ イロハニホヘト
別 井瓦 鉢 鉢 壺 瓶

I 

段 38 

゜
4 2 4 4 1 2 6 2 3 7 6 19 

゜
2 2 

゜
1 1 2 1 107 

階

II 

段 24 

゜
4 8 5 1 4 5 4 6 7 3 6 11 ， 1 3 3 4 3 5 5 121 

階

III 

段 51 7 5 8 2 4 

゜
4 14 5 6 7 10 34 3 10 3 4 4 8 2 23 214 

階

『113 7 13 18 11 
， 5 11 24 13 16 17 22 64 12 13 8 7 ， 12 ， 29 442 

(3) (1) (1) (1) (3) (1) (1) (2) (13) 
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の差異は見られず、青白磁梅瓶の「I~II段階」での出上比率か高いことからも考えられるよう

に、水田耕作による土層攪乱か比較的進んでいる状態か了解される 。以下、図版の説明に移る。

越前焼 第51次調査では 4ヵ所で計7基のカメピ ットが検出され、そのうち甕か遺存してい

たのは SX3154とSX3155の2個であった。他に目立つものと しては壺 ・すり鉢 ・鉢 ・卸し皿

などかある。壺(33)は「X」印のヘラ記号を有し、割れ面には漆による修理痕がのこる 。

瀬戸・美濃焼 灰釉皿(35)は腰折れタイプの端反り皿で、腰部以下は霧胎である 。山梨県新

巻本村出土の一括遺物に類似する。同(37)は見込みに菊花のスタンプをもつもので、口縁部に

は指頭による花弁風のひねりこみが見られる。花弁は 9枚と推定される。同碗(39)は線描き蓮

弁文を有するもので類例が第44次調査（概報XN)に見られる 。

土師質土器 一乗谷では常に他の遺物量を凌駕しており、大羅に出土する 。今回は南北溝S

D3031での出土か目立った。皿の出土点数は22,312点でこれは総点数の約 5割に相当する。皿

(43)は、 内面に墨書を有するもので、 「月」、 「鬼」か夫々 4単位、放射状に書き込まれている 。

中国製陶磁器 又、同じ図版に示した(45・ 46)の碗は共に中国製品である。(45)は見込みに

スタンプ文をもち、昨年度第50次調査出土の白磁碗と接合した。出土地点はグリッド PM56で、

第50次出土のものとは距離にして約100m近く移動している。(46)はやや緑色味を帯びた端反り

の碗破片で、口縁部にはおそらく釉のふきとりとみられる露胎部かめぐる。

金属製品 今回は特に礎石建物S8 3059 ・ 3060 ・ 3065などの炭・焼土層からの出士が目立っ

た。家具の引手金具と見られる(75-78)や、匙(70)、筒金具(51)、鋪(50)、毛抜(79)、水滴(66)、環

付金具(65)、銅錘(57）、などはいずれも S8 3059 ・ 3060の礎石建物を被う炭 ・焼土層出土のも

のである。甲冑金具と見られる(47)や小札(60-64)などは溝SD3034東側の焼土層出土である。

又、注目すべきものに(83)の金槌かある。柄は失われているか、柄を固定・補強するために打

ち込んだと見られる和釘か柄穴にのこ っていた。

木製品 木製品には黒漆皿(85)、同椀(88)や朱漆皿(86・87)、或は櫛(89-90)、下駄(100-102)

などの他に木刀の鍔と見られる (92)やヘラ(97)、蓋(84)がある。又、呪符の一種かと考えられ

る(94)や陽物(93)など特殊な木製品もある 。(94)は下端で折捐しており、その上方に横位の刻

線か 5本見られる。そして、つい最近まで織物工場などで織機具として使用した糸巻の一部に

酷似する木製品(95)か出土して注目される。

その他 礎石建物S8 3059 ・ 3060の炭・焼土層から編布の一部と見られる(104)か出上した。

又、カメピット SX3115からは銅銭か融着した状態で出土した(103)。同じカメピ ／卜の附近で

炭化した紙片の塊か発見された。次にやや詳しく触れてみる 。

- 8 --



焼紙断片 部分的に紙の繊維か認められるものもあるか、はほ完全に炭化している。しかし、

墨で書いた文字は明瞭に残っており読み取ることかできる。文字を記した面か向かい合って折

り璽っているものかあるので、もとの形態は巻子本ではなくして冊子本であ ったと 考えられる。

一乗谷では以前にも文字を記した炭化紙片が出土したことかあり、それは『庭訓往来』の一部

であ ったことか確められている （特別史跡一乗谷朝倉氏逍跡VIII参照）。 今回出土した炭化紙片に

記された文章の出典は未詳であるが、医学書の一部であると推測している 。以下に釈文を記す。

(1) 「神□□口
(2) ロロ

コロ不止有口

コロロロ

(3) コロ々明□
口雑口

(4) 「其口亡

(5) ~散亡
口口胸中欝口

(6) 口
口毎也於

ロ
（可力 ）

(7) 「液□ロ
(8) 間口
口実枕口

(9) 口心口亡

口口而ロニ

(IO) 「定□□ (18) 「吐血□口
口氣□口

(II)□食□口
(19) 「餘 □

(12) 二 大陽経

二□明□ (20) 「補不□口
称□補胃口

(13)□i故□口
口草□ (21) 「泄辟 亡
（本力）

(22) 「黄□ロ
(14) 「鼓□胸脇□口
血詠□□ (23) 「ロロロロ

不用酒□ロ
(15) ニロロし
口□益氣療□ (24) 「象□亡
二□こ

(25) 「下□ロ
(16) コロロロ □□□胎 □
口口陰太□こ （妊娠女力 ）

(17) コ 眼□ (26) 「ロロロロ

コ胃 為君主□□ 瘍心其 口

(27) （草力 ）

「本□口
□痛下痢

(28) 「口

本岸

(29) 「 （気力）

口亡
東垣［二

(30) 「口

狂惑 口

(31)□ 
ロロロ
(l酋力 ）

(32) 「炊□因二
(33) 「療傷 口

(34) 「汗骨 □
ロ

紙片は、現在までに泉l]がすことかできたのは34点にのぱる。また重っ たままのものかある の

で、総点数は増える可能性かある。(12)「大陽経」は、漢方医学で足太陽膀脱経の簡称として

用いる太陽経のことであろう 。(15)「益気」 は補気といい、 気虚の証を冶療する方法を意味す
つカ

る用語てある。(17)「君主」は、漢方薬の君薬の「君」 と「～を主さどる」の「主」であ って、「～ 胃

を君と為し、～をつかさどる」とよむのであろう 。(29)「東垣」 は、金元代の医家の著作十種

を収戴して15世紀初に刊行された医書 『東垣十書』 などにその名か見える中国の医家李東垣の

ことてあると考えられる。李東垣や朱丹沃の医学は、 室町末期の医家曲瀬道三の師田代三喜か

長享二年(1488)渡明して深く 学んだもので、強壮滋養の効ある温補剤を用いる点に特色かある

とされている 。以上に辿べたことによ って、炭化紙片は金元代の医家の説をも取り入れた医学

書の一部であると考えられるのである。一乗谷では、南都の医師谷野一柏か来越した折に 『八

十一難経俗解』を刊行したことかあるか、今回の炭化紙片の出土により、 当時の医学のあり 方

について考える上でのi't重な資料か得られたといえよう 。

- 9 -



第 52 次調査

この調査は、第51次調査に引き続き、その西、福井市城戸ノ内町字吉野本地係約1930面を対

象としたものである 。この地区一帯は、これまでの調査で明らかにされたように、当時の町割

か非常に良く残されており、東半の南北方向幹線道路側には町屋と考えられる小規模な屋敷群

が、西半の山側には寺院を中心とする大規模な屋敷が配されている。今回の調査は、こうした

調査成果をふまえ、その範囲を拡大することによ って、より詳細な町割の資料を得ようとする

ものである 。

調査は、第51次調査に引き続き、昭和60年 8月5日から逍構検出を開始し、 11月7日に51・ 

52次を合せ、ヘリコプターによる空中写真測量を実施し、実測図を得た。その後、若干の補足

調査を経て、現在は、遺物整理等を中心とする室内作業を進めている。ここではその概要につ

いて報告する。

発掘された遺構 (PL. 13~ 18, 第2 ・ 12 ・ 13図）

調査区は、第51次調査区の西、第50次調査区の南に位罹し、東西約35m、南北約55mの広さ

を持つ。 検出された主な遺構は、道路3、土塁及石垣 5、溝14、礎石建物12、門 1、井戸 7、

ィ
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挿図ー7 第52次調査区略図
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石桔施設6、銅銭貯蔵遺構1等である。（前年度の第50次調査により一部検出されているものも

含む。）調査区内は、検出された溝等の逍構によ って 9区画の屋敷に分けられる 。そこて、まず、

この骨格となる道路等の逍構について述べ、次いで、区画別にその概要を述べることとする。

なお、各区画については挿図 7に示した仮番号を使用する 。また、 51-15については、第51次

調在の項で一括して取り扱っている。また使用する方位については、基本的な町割方向に従い

一乗谷川側を東、山側を西とする 。

S S2952 南北方向道路である。東西方向道路SS 2001の西端から南へ延びる 。幅は約2.7mで

ある。この西には一段高い位置に大規模な屋敷か存在すると考えられ、非常に大きな石を使っ

た石垣SV 2964 ・ 3187かみられ、また、西の屋敷への進入路とみられる西へ向う道路 SS 3262 

が存在する 。(PL.13・14)

S S 3170 屋敷の一部をさいて設けられた南北方向の袋小路で幅は約1.5mである 。この道路の

東には側溝SD 2862か存在し、東西方向溝SD 3176を受ける 。この道路の東側延長線上に石列

S V 3188かあって、基本的な町割線を形成する 。(PL.14)

S D3035 東西方向溝で、幅は約0.5mである 。道路SS 2952の側溝SD3180は土塁SA3184を

暗渠 SZ 3264で抜け、この溝にそそ〈。この溝は東で南北方向溝SD3031に続く 。基本的な町

割線と考えられる遺構てあり、中程の石列 SV 3188との交点で矩折れになっている。

52-1 東西方向道路SS 2001に面する屋敷で、東は道路SS 3170、西は溝SD 3171、南は溝

S D 3175で区画される間口約4.5m、奥行約10mの規模を持つ。入口と考えられる石製踏石SX

2993か存在し、内部には井戸 SE 2978かみられる。(PL.16、第12図）

52-2 道路SS 2001に面する52-1と同規模の屋敷で、東は溝SD3171、西は石垣SV2962、

南は溝SD 3175で区画される。内部には井戸 SE 2979と西南隅部の石積施設SF 3193かみられ

る。（第12図）

52-3 道路SS 2001に面する屋敷で、東は石垣SV2962、西は溝SD 3173の南北方向延長線、

南は溝SD 3174で区画され、間口約 6m、奥行約llmの規模と考えられる。内部には井戸 SE

2980、石積施設の可能性か考えられる SX2995、埋甕遺構SX3212か存在する。（第13図）

52-4 2つの道路SS 2001 ・ 2952の交点東南隅部に位置する屋敷で、東西約9m、南北約5.5

mの規模を持つ。西の道路SS 2952に出入口を開くのではなかろうか。内部には井戸SE 2981、

石積施設SF2985、流しと考えられる石敷逍構SX2996か存在する。（第13図）

52-5 南北方向道路SS 2952に面する屋敷て、南は溝SD 3174、東は溝SD 3173で区画され、

間口約5.5m、奥行約9mと北の屋敷52-4と同規模である。内部には井戸 SE 3190かみられ、

また建物は中程の石列 SX3208を境に 2つに分かれていたと考えられる。(PL.15、第13図）

52-6 前述した52-1-52-5の屋敷の裏手に位罹する屋敷で南北の 2条の道路SS 2952 ・ 

3170の2つに面するか、西か表であると考えられる。南北を区画する 2条の溝SD3174・3176
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の矩折部で東西 2つの屋敷に分けられる可能性も考えられる。井戸は SE3191の一基の検出で

あるか、石柏施設は SF3194・3195の2つか検出されている 。(PL.16) 

52-7 南北方向道路 SS 2952に面する屋敷で、南は溝S03035、東は石垣SV 3188、北は溝

S D 3176で区画され、南北約18m、束西は北で約23m、南で約19mの規校を持ち、一般の町屋

に比しかなり大きく、また、道路側には土塁か設けられていたと考えられ、一般の町屋とは性

格か異るか、削平された所か多く詳細は明らかでない。屋敷内は、石列 SX3222によって 2分

されているようである 。井戸 SE 3192は土塁際中程に位置し、石梢施設SF 3196 ・ 3263は、東

北及西南の向隅に位置している 。建物は北半に S8 3199、南半に3200か検出されているか不明

な点か多い。その外、この屋敷で注目されるのは、銅銭貯蔵遺構SX3229である 。これは、松

円形に石を並べ、この上に水槽の転用と思われる長径約70cm、知径約50cm、深さ約30cmの笏谷

石製の筒を乗せている。中には直接ひもに通した比較的良質の銅銭か計3784枚納められていた。

この種の遺構か明らかとなったのは一乗谷において初めてのことである。(PL.17) 

52-8 道路 SS 2952に血し、 土塁 SA3184とそこに設けられた門 SI 3189を持つ大規校な屋

敷て、南へさらに延びており、南北幅は明らかでないか、東は溝SD 3031へ続く溝S03036 ・ 

3050か、北は溝SD 3035か境界となる。東西幅は北辺で約33mである。上塁の中程に設けられ

た門 SI 3189は間口約 3mで、正面土塁端には大きな石を立て、道路から少し中へ入った位憧

に棟門形式の門を構えていたと考えられ、その礎石が残る。屋敷内の南北方向溝 SD 3181は後

半には埋められているか、この溝と土塁の間には北端を除き逍構はみられない。また石列 SX

3254 ・ 3255とSX3249を結ぶラインで、 屋敷内は 2分されていたようてある 。建物SB 3203は

南北棟と考えられ、南北6.7m、東西5.8m、東北部に0.9mX2.7mの張り出しを持つようである 勺

基準となる柱間寸法は明らかでない。建物S8 3205は北半の検出てあるか、比較的大ぶりで偏

平な石を並べたものて、土台を廻した建物の可能性が考えられる。井戸は調在範囲内では検出

されていない。西北辺の一部に杭を打ち横木を土留状に渡した遺構SX3257は、石積施設的な

性格を持つとも考えられる 。また、東部の土拡群SX 3241 ・ 3245-3248には多量の木片等かみ

られた。(PL.17) 

以上屋敷毎に概要を辿べた。最後に全体を概観し、まとめとする。

この地区は、中程の東西方向溝SD 3035を境にして基本となる軸線に大きな変化がみられる。

すなわち、北部の屋敷群は、基本的には東西方向の幹線道路 SS 2001に規定される 。これに対

し、南半は、これまでの地上観察等からも指的されているように、西へ延びる八地谷附近で、

一乗谷の町割線か大きく振れると推定されている地点であ って、ここで、その根れを調整して

いると考えられ、これを反映して、道路SS 2952、土塁 SA 3184等が小きさみに変化し、変則

的な面かみられる。また、幹線道路に面する小屋敷群は町屋的な要素か強く、これに対し、裏

手ともいえる道路 SS 2952に面する 2つの屋敷は前記の小屋敷とは性格か異るといえよう。
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発掘された遺物

遺物整理の概要 基本的には36次 • 50次調壺で行った方法を踏襲した。すなわち、遺構の所

で述べたように、溝・土塁 ・段によって 52 -7 ・ 8の武家屋敷 ・52-1-6の町屋群に区

画でぎるか、①遺物もこの区画単位に扱う。②各区画内の遺物は、建物 ・土層を基準とした遺

構面毎の遺物群に分ける 。③溝•井戸 ・ 石組枡や土拡等まとまりのある逍構から出土した遺物

は、それぞれ独立して扱い、溝で分層できる場合はそれに従う 。ただし、床土を除去した段階

で検出した遺構に伴なう遺物群をグループ Iとしたか、この点については注意を要する。すな

わち、同一区画内でもある区域は一乗谷減亡時の遺構に伴なう遺物が出土するし、別の区域で

はその後の削平によ って、より下層の遺構か床土直下に存在することがあり、どうしてもこの

遺構に伴なう遺物群か混入する 。グループII以下の遺物群についてはそのようなことは少ない。

また区画か異なれば遺構面すなわち遺物群か対応しているとは限らない。

以上のような整理方法によ って、逍物の一片一片にナンバーを付して台張に登録する作業ま

では終了した。しかし、接合、復元する時間的余裕かなかったので、今回は52次発掘区の主要

部を占る武家屋敷 と町屋群出土の遺物の概要を報告する。なお、遺物の分類については、越前

焼は 「県道鯖江 ・美山線改良工事に伴なう発掘調査報告」1983・中国製陶磁器碗・皿は 「15~

16世紀の染付碗 ．皿の分類と年代」貿易陶磁研究No2小野1982によった。

区画52-8 グループI (PL.19・第14図）

S 8 3203を基準とする遺構面から出土した遺物群である 。68ライン以東はこの遺構面か削平

され失われているので、床土除去時に現れた整地層中の遺物群か含まれる。

越前焼 甕は破片数474のうち24片の口縁部が出土した。 (l~3)は越前焼甕N群に比定でき、

中でも (1)は口縁部か最も肥厚するタイプである。(4)は口縁が肥厚するきざしの見える N群

a、(2・ 3)はその中間N群 bの段階の口縁である 。N群のスタンプは(6)のように凹の本字と

格子の組合せである 。壺は図示できなかったか、お歯黒壺や四耳壺の破片も出上している 。揺

鉢は口縁か内傾気味に切られ、口縁内側に凹線もしくは段を有する N群(7)か主体である 。揺

目は隙間なく刻まれ、また見込みにも存在するのか一般的である 。(8)は内湾気味の器形で中

程から下だけに揺目のあるやや特殊な例である 。

瀬戸・美濃焼 鉄釉では天目茶碗の割合か高く、63点出土している。口縁下のくびれか強く 、

高さと口径の比かほは等しい碗 (9・10)か主である。(11)は口縁下のくびれか弱く全体に丸み

を有する碗で腰部以下は森胎である 。鉄釉皿は 1点しか出土していない。(12)は頸部か少しく

びれ、胴から腰にかけてふくらみか増す簡状の壺である。灰釉は碗か少なく、皿の割合か裔い。

内湾する皿(13)や、内側に彫り込みを入れて菊皿状にした皿 (14・ 15)が多い。(16)は高台部

付近から大ぎく開く皿で、口縁内側に波状の櫛描文か廻る。他に盤や四耳壺の口縁等かある。
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国産陶磁器 (19)は土師質の羽釜で、中では大きい部類に入り直径l&mある。底部には煤か

付着したものもある。瓦質の火鉢(20)や香炉・瓦燦の他、備前焼(21・ 22)？・珠州焼の甕(23)

等か認められる。

朝鮮製陶磁器 (24)は艶のある暗緑色の釉かかかったそば茶碗で、胎土は緻密で暗灰色を呈

する。(25)は象朕青磁の瓶子の底部近くの破片である。黒色土と白土による芭蕉葉文と白土に

よる雷文の象嵌か施されている。

中国製陶磁器 青磁では碗 ．皿・ 盤 ・香炉等かある。碗は線刻の蓮弁文碗か多く、無文の碗

(26)かこれに次ぐ。器形は双方共通しており、腰部から丸味をも って立ち上がり、高台は高さ

の割に径か小さく畳付まで施釉され、高台釉の釉を蛇目状に拭き取っている。見込みには吉祥

字のスタンプかあるもの(27)も多い。皿は原手の稜花皿か少なく薄手の輪花皿(28)の割合か高

い。(29)のように碁笥底の皿も少量なから見られる。楕円形をした菊花状の杯か、 20個体程出

土した。白磁皿は、端反りのC群か主体で礎石建物SB3203の東側附近の焼士層からまとまっ

て出土した。同じ端反りの皿でも口径か10cmに満たないもの(31)から20cmを越すものまで大小

差かあるが、口径12cm前後のものが多い。胎土か灰色で釉に貫入の多い内湾する皿も少し混じ

る。杯は見込みに露胎圏をもつ端反りの小杯か多い。なお碗は 3片のみである。染付は碗 ・皿

がそのほとんどである。碗は蓮子碗で外面に芭蕉葉文をもつC群 I(36)、高台脇に蓮弁(?)、

体部に唐草文を描〈 C群V(37)、見込みか広く体部にアラベスク文を描〈 D群(34)、外面は唐

草の暗花文のみで口縁下の内面に四方欅文か廻る E群VII(38)、体部の四ヵ所に円窓を描く E群

(39)等かある 。染付皿は碁笥底で外面か芭蕉葉文のC群 I(40)、見込が十字花文、外面か渦文

で端反り皿のB群VIlI(41)、外面か唐草文、内面か玉取獅子文B群VII(43)、同じく外面が唐草文

で内面か十字花文のB群VI等か主で、これら C群と B群で染付皿全体の 8割を占る。他には小

量の恥群と口縁か内湾する E群かある。(46)は文様か回線のみで高台裏に宣徳年造の擬銘かあ

る。(48~50)は同一個体で大捩りな輪花状の鉢である。口縁の内外両面に四方欅が廻る。他に

は松や草、岩等が描かれ、 (50)の雲の形や呉須の発色からいわゆる雲堂手に属すると考えられ

る。

区画52-8 グループII群 (PL.20 ・ 24 • 第 1 5 図）

磁石建物SB3203の下に存在する炭混り黒褐色士層から出土した遺物を中心とする逍物群で

ある 。

瀬戸・美濃焼 鉄釉では天目茶碗の割合か高く、皿や壺等は少ない。(51・ 52)は口縁下のク

ビレか強く、端部の微妙な外反の仕方などはぱ共通しており、一乗谷で最も多く出土するタイ

プである。(54)は底部を欠くがおそらく碁笥底状の皿であろう 。釉は褐色と暗茶褐色かむらむ

らになっている。灰釉は皿か多く、碗や鉢は少ない。(55)は天目茶碗形の碗、 (56)は青磁碗c

類を写した碗であろう 。(57)はやや内湾する皿で見込に菊の印花がある。(58・ 59)は内湾する
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内面に菊花状に刻みを入れたJillて、これら 2例のように内沌するJlllの割合が高く、端反りの皿は

少なし‘。

中国製陶磁器 肯磁は全体に少ない。碗は辿弁文碗C群 (63)か主て、片切連弁文 (64)や

、出文を持つ B群は少ない。皿はクループ Iと同様輪花JIllか多い。 (68)は一乗谷で最も多く出

土する香炉て、体部は竹筒状、内面は露胎てある 。白磁はやはり端反りのilllC群か主で、少械

の碗か混る。 (69)は碗というより大きく広かる鉢て、胎土及び焼成は、血磁皿B群の軟質の

ものに似る 。一乗谷ての出土例は少ない。(71)は見込みか鉗胎圏の端反り 小杯である 。染付

柏は小片で出土点数か少なしヽか、傾向はクループ Iと変らなし‘。 (74 ・ 75)はより下層のグル

ープIIIに屈する染付Jlllて、文様は外面か唐草．文、内面か十字花文てある 。呉須か濃青色に発色

している 。文様構成は栄付JITLB群と同一たか、甘怜形ては高台か、山梨県新巻出土の染付碗 （小

野1981・山梨県東八代郡ー＇白町新巻出土の陶磁器 ・貿易陶磁研究No1)のようにやや高く、饉

付は釉を拭き収っている 。 (77)もクループIIIの沿物て、外面は文様かなく、見込みにたけ唐

紅文か描かれている。端反りて恥台は(74)はど麻くなく断面三角て、畳付部の釉を削り取っている 。

金属製品 (78)は鉄製の錠前て鍵かかか ったまま焼けてしま ったらしく、本体の金具かつい

ている 。(79)は鋏て、 一 灯の刃先を欠くか、また弾力性が残っている 。(80)は青銅製の鍾て

ある 。六角形て作りも良好てある点からおそらく中国製てあ ろう。(82)は鈴で保存状態か良く、

また音 を発する 。(83)は条lllll．、 一部に糾か付着している 。(86)は小札て、全体に鈍か進行して

おリ、表血に漆か命ってあ ったか否かは不明てある 。

木製品 追物群クループlilには崖根材を主 とした多鼠の木製品かある 。屋根材は原さ 3mm前

後 ・ljJ12-13cm、（長さは破片のため不明）の薄<1,•Il っ て製材した板てある 。 材質は杉か 。 ( 88 )

は前歯付近に最大巾かある長円形の連伯下駄で、 L.9,¥．紹穴は小さくて丸＜横尾穴も丸い。作りは

丁琳てある 。(89)は長方形の連伯下駄て緒穴は錐で小さい穴を多数穿孔し一つの穴にしている 。

前部に最大幅かあ ったり、か，＼祁穴から横緒穴までの長さと横格穴から後端までの長 さを比較す

ると 4: 3と前者かかなり長いなど、双方とも新しい要素を持っている 。

区画52-7、グループ I群 (PL.20 ・ 21 ・ 22• 第 16 ・ 17図）

SB 3200を枯準とした迅構血から出土した迅物群てある 。

越前焼 仇 ・伽 ．揺鉢か主体てある 。梨は口縁か肥厚する N群 b・ c (92)か主て、小片では

ロ緑幣の狼跡か残る II群(91)も出土した。壺は口頸部か少し開き、口緑直下に段のある小形の

壺か多い。揺鉢は、口緑か内傾して切られ内側に段かある N群C(94)か多い。揺目ははは全面

にあり、内底にも揺目かある 。なお(94)は備祖銭迅構から出土した。

瀬戸・美濃焼 鉄釉は天目茶碗を主 とし、少鼠の小壺や111n［［か混る 。(98)は直径、高さ共に

3 cmの小壺、(99)はその曲、もしくは茶入の船てあろう 。(100)は肩か大きく張る小壺で、腰から

下はw;胎てある 。(96・ 97)は口縁かひた状にな った鉢て、器墜は非常に薄い、灰釉は皿と少量
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の碗の他、 I)LI且曲』(107)やl!J1111.(106)玲か出 I.している 。皿は端／又りの1111ょリ内均する llll(l03) 

か多い。内沿する 1111.のうちかなりの内lj介て内l(IIを菊化；1人に彫込みを廻 らした llllがある 。(105)は

I．．部を欠くかおそ ら〈鉄利1‘9：位と 1IIlし器形て、II'要か ら 卜.は麻胎、底部には[111似糸切の似か残る 。

国産陶磁器 (108)はfiiii1iり焼の叫：［の底部と11t定される 。内外I(IIとも茶色をし ておリ、 i<l(Ilには

降灰のI良かある 。胎士は細かく帖っこい感しかあリ、灰色に叩く焼き締ってしヽ る 。(110)はN字；l}、
口緑やIl合1なとから常・ri'｝の仇と名えられる 。Ij合」．はやや低いか良く焼き締っている 。(109)は火

柚状の淵形て））・（：地は不明である 。

朝鮮製陶磁器 (11 l)は1'1/i絃のいわゆる昭手系の碗てまたら状に1仮色の柚かかか っている 。見

込と が：：付に 爪ね焼の際の砂!Ilkか残る 。非常に呪緻に焼き締っている 。 1丑ぶ1人の11緑を イiする

焼締めの鉢(l1 3 ) 、外 1(1i に 池い灰釉、内 1(1i は 叩締の眼跡か残る叫；• （ ll2)なとか出」ーしてしヽ る 。

中国製陶磁器 占磁碗は線刻の辿弁文碗かt

で、見込みに古粁字のスタンプかあるもの(114・ 

] 15)も多い。llllはやはり孔り手の輪化IIIL(118)か

主てある 。(119)は枯；訂底の1111てやや焼成力應

い。その他小片ではあるか鉢柏 (120-123)か

ある 。(125)は釉かI'/.く色合も良し、化4.、（l26)は

あまり質の艮くない否灯てある 。白磁は端／人り

のIIl［か主て、他の碗、llllは少ない。染付柏も全

体に少な〈 、碗はC群 (130)、llllはB附 (131 ~ 

134)の‘]，.ij合か応’Jし‘。

金属製品 S X 3229から3784枚の銅銭か1,Ii+.

した。1}彬l辿）し‘i、:(62]年）から‘!＼飩孤‘i::(1433年 ）

まて41Hあり、他に朝附辿‘i.：や安怜］の大村咋'『i..

かある （ム 2) 北末銭力、多しヽ 傾向はこiLまでと

変らなしヽか、やや明銭の店lj介か闘 〈、今1本に良

銭か多いことは袷銭にあた って控銭かりなわiし

たことをすf（定させる 。

区画52-(1~6)グループ I(P L23 ・第18図）

この地区は SS 2001 ・ S S 2952、廿各地SS 3170 

に面した町届群て、50次，J乱介地区 と一部f．複し

ているか、 50次調介て出」．した逍物は今lul収リ

|--．けてしヽ なし‘。 クループ Iは1木」を除1、した段

階て検出した沿構柑に付な う直物と、はと んど
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イ；IIJI51父0.15°0 
安南、反N,¥鉛'icI枚 003°0 

ill!hrn•ic It父 ()(）3°。

表2 備蓄銭内訳



レペル差のない下層の追構群に伴なう追物である。

越前焼 仇はW群 b~ cか主体て、 SF 3193から口緑帯の名残りかある B群か 1個体店り合ま

とま った形で出土した。壺はいわゆるお歯、開壺の他、復几高か35cm廿り後の小形の壺か数点出土

した。(234-236)はいすれもはは直立した低い口頸部を有し、その中央部か少しふくらむ。ロ

端部は土緑状にならすに断血か三角である。肩は撫眉て、体部下半分は縦方向のヘラ削 りとい

うより撫てつけた跡か見られるのか一般的である 。揺鉢は口緑か内傾し、内側に段のある N群

(237)か主体である 。

瀬戸・美濃焼 鉄釉は天目茶碗か多く 、llJはilは少ない。大目茶碗は 口緑下のくびれか強く 、

全体に直線的なもの(238・ 9)か主て、全体に丸味のあるもの(240)は少はである。(242)は徳利

状の鉄釉壺で腰部の7、半分から1氏部にかけては鈷胎てある。(243)は鉄釉l)［山壺の一部と思われ、

内面にはロクロJ良かよく残っている 。灰釉は鉄柚とは逆にml.tilか多く碗か少ない。内冷するJill

か主体て、見込みに菊花(244)やカタハミの印花を押したものもある。その他、天目茶碗形の碗、

染付の小杯を与・・した杯、灰釉の糾lIlllも出土している。

中国製陶磁器 肖磁碗はヘラ」沿辿弁や無文の碗か多いか、(251)はLJ緑下に＇，l{文か廻り、 (2

52)は片切のやや輻の広い辿弁文碗である。見込みに吉袢字のスタンプ(253・ 4)のあるものも

割合多い。杓磁皿は全体に少ないか、！厚手の稜花JJTL(255・ 6)は特に少ない。稜のある杯(257)や

向付に使用されるような小鉢(258)等か目立つ。白磁はそのはとんどか端反りの皿c群(260)て

ある。(261)は内（存する小皿。染付は碗 ・皿か主で他の器形ははとんとない。碗と皿の比は3: 1 

て皿か多い 。 llIlは外血に唐草文、見込みに十字花文 ( 262-4 )や玉取獅—(- (265)を描く B,の',1;1]合

か高く 、内割する E群のllll(267)はやや少ない。(268・269)は汎武・弘治の擬銘の入ったllll、(270)

は見込に吉祥句を書く IIIlてある 。

木製品 (273)は長さ 19.5cm、伽 5cm、四さ0.5cmを測る杓千てある。机雌llに褐て絵か描かれ

てしヽ る 。一血の絵は、イ衣 2依、奸子金 2枚、 火炎宝珠 3、打出の小槌 2、砂金袋？、橘 l、'((り

2羽、雉子 l羽、竹(?)てある。もう 一血は、男の立像と女の座像、出？てある。人物像側の柏尻

の所には 2字墨出か見えるか判，＇、）し不能 。材は杉と推定される。絵柏から招伽のまじない礼の一

柿てあろう 。(275)は高さ 10.7cmの小仏像て半載した丸枠に彫り込んている 。もとは彩色してあ

ったらしく 朱か少し残る 。形から古杵天か鬼 ［母神 と思われる 。鬼子月神なら法華がと関係か

深い。(274)は付札てあるか、忍古か消えかかっており 、「おかロロロロロロせん」としか読めな

い。(271)は全liuに朱色の漆か厚く 1令られ、柚木取りて木地は薄い。口緑は補強のため漆て肥厨

させている。(272)は全体に開漆を消<i令り、 朱色の漆で文様をれりく 。双方ともlulというより杯

に近し‘。

石製品 (248)は長h硯で内IfIIか柘円形に切られている。石材の色はやや亦味を俯た焦色てあ

る。(250)は笏谷石製て穴は貫通していない。「七十一番職人歌合」の念珠挽きの絵に錐の錘とし
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て丸い物か使用されている か、これも錐の一部として使用されたのてはないだろうか。(249)は

一乗谷に産する浄慶寺（浄教寺） 砥石である。

①備蓄銭の遺構か見つかっ たこと、そしてそれは、永楽通宝の割合か比較的高かったことか

ら撰銭を行っていたこ とを推定させる 。②区画52-1から出土した杓子に描かれた絵柄から招

福を願う民間信仰の一端を垣間見ることかできた。これらか52次調査の成果の一つである。

第 52次 調 査 遺 物一 覧 表
(No 1) 

区画 5 2 -8 地区 5 2 -7 地 区 町崖地区
合戸叶

器種 1イコウ [［イコウ IIIイコウ 計 ％ Iイコウ l［イコウ IIIイコウ 計 ％ ［イコウ l［イコウ ;I ％ 

i殴 474 82 78 634 463 68 5 536 1,079 236 1,315 2,485 
碑-b 353 41 75 469 202 71 

゜
273 543 109 652 1,394 

揺鉢 308 40 41 389 97 28 

゜
125 183 41 224 738 

鉢 51 8 8 67 53 17 

゜
70 64 3 67 204 

他

゜
I I 2 2 5 

゜
7 5 

゜
5 14 

越前焼計 1,186 172 203 1,561 29 2 817 189 5 1.011 55 7 1,874 389 2,263 50 6 4.835 41 6 

H LIil 949 226 798 I. 973 247 205 IO 462 964 43 1.007 3.442 

羽釜 ， 4 12 25 7 3 

゜
JO 2 5 7 42 

本 土鈴 I l 3 5 

゜゜゜゜
4 

゜
4 ， 

他 1 2 

゜
3 8 

゜゜
8 3 

゜
3 14 

製 土師質計 960 233 813 2,006 37 5 262 208 10 480 26 4 973 481,021 22 2 3,507 30 l 

碗 63 21 22 106 20 3 

゜
23 47 13 60 189 

陶 1111 1 

゜゜
I I 

゜゜
I 

゜゜゜
2 

他 25 I 5 31 JO 

゜゜
10 55 4 59 l 00 

磁 鉄釉計 89 22 27 138 2.6 31 3 

゜
34 1 9 102 17 119 2 7 291 2. 5 

碗 8 

゜
6 14 I 2 

゜
3 1 

゜
I 18 

器 皿 66 13 23 102 15 3 

゜
18 35 ， 44 164 

他 4 2 4 10 ， 12 
゜
21 4 

゜
4 35 

灰釉計 78 15 33 126 2.4 25 17 

゜
42 2 3 40 ， 49 I I 217 1 9 

美濃他

゜゜゜゜゜゜
1 

゜
1 0 06 

゜゜゜゜
I O 01 

美復 • 11!\丙t 167 37 60 264 4.9 56 21 

゜
77 4 2 142 26 168 3 8 509 4 4 

瓦質陶粒 3 

゜
3 6 0 1 2 

゜゜
2 0.1 5 

゜
5 0 I 13 0 l 

国産他 12 2 4 18 0 3 3 

゜゜
3 0 2 11 

゜
II 0 2 32 0 3 

4ヽ 計 2,328 444 1,083 3,855 72 0 1,140 418 15 I, 573 86 7 3,005 463 3,468 77 5 8,896 76 5 

碗 43 8 ， 60 8 2 

゜
10 56 4 60 130 

JIil 158 13 56 227 15 4 

゜
19 59 6 65 311 

中
否 炉 8 1 

゜
， 2 I 
゜
3 8 I ， 21 

鉢・盤 16 

゜
3 19 7 

゜゜
7 21 

゜
21 47 

国
他 1 

゜゜
I 2 

゜゜
2 4 

゜
4 7 

行磁計 226 22 68 316 5.9 34 7 

゜
41 2.3 148 II 159 3 6 516 4 4 

碗 3 I 

゜
4 5 

゜゜
5 2 1 3 12 

製
1111 602 36 143 781 77 II 

゜
88 465 38 503 1,372 

陶
杯 49 4 ， 62 I 2 

゜
3 16 5 21 86 

他

゜゜゜゜
1 

゜゜
1 ， 
゜
， 10 

白磁計 654 41 152 847 15 8 84 13 

゜
97 5 3 492 44 536 12.0 1,480 12.7 

磁
碗 83 8 23 114 25 4 1 30 64 13 77 221 

器
llll 149 10 27 186 51 7 

゜
58 191 12 203 447 

他 8 

゜
1 ， 
゜゜゜゜

4 

゜
4 13 

染付計 240 18 51 309 5 8 76 11 1 88 4 8 259 25 284 6 3 681 5 9 

中国他 2 

゜゜
2 0 04 

゜゜゜゜゜
5 

゜
5 0 1 7 0 I 

4 ヽ ~t 1,122 81 271 1.4 74 27.6 194 31 I 226 12 5 904 80 984 22 0 2. 684 23 1 

碗 2 

゜
I 3 

゜゜゜゜ ゜゜゜
3 

壺 ， 1 4 14 4 

゜゜
4 8 4 12 30 

他 1 

゜゜
l I II 

゜
12 ， 
゜
， 22 

朝酢製紺磁器計 12 1 5 18 0 3 5 II 

゜
16 0 9 17 4 21 0 5 55 0.5 

合計 3,462 526 1,359 5,347 100 0 1,339 460 16 1,815 100 0 3,926 547 4,473 100 0 11.635 100.0 
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第46次調査区整備工

(PL.25-28, 第19-21図）

この工事は、昭和58年度に第46次発掘調査として実施した福井市城戸ノ内町字奥間野地係約

2620面を対象とする平面復原による保存整備工事である。

この地区一帯については、これまでの発掘調査によ って、その概要か明らかとなっている。

すなわち、東西 ・南北各方向の幹線道路によって大きな町割か行われ、東半の南北方向道路に

沿って屋敷間口 6~10m程の町屋と考えられる小区画群か並ひ、西半の山裾には寺院等と考え

られる大規校な区画か配されている 。第46次調査区は、東西方向の 2条の道路の中間に位薗し、

幹線道路には面 していない。そのため、これらの道路から引き込まれた小路にその門戸を開い

ている 。工事対象地区は大きく 3分して考えることか出来る。一つは、西北の墓地を中心とし、

既に整備されている寺院に煽する 。第二は、西山裾の大規模な区画で、ここには池泉かみられ、

また多くの建物か密集し、 寺院の住空間とも考えられる。第三は、東半の小区画群で、南北方

向幹線道路の裏手に位潰し、町屋的要素か強い。

今回の整備工事においては、前辿したそれぞれの区画の性格の違いと 、町割をわかりやすく

復原表示することに留意した。そのため、これらの町割の骨組となる溝や石垣等を補修し、東

部の小区画群は砂利混ソイルセメント、 寺院住空間は赤土、その他芝張等で表示し、屋敷内の

建物はレミファルト、ソイルセメント、珪石等で示し、また掘立柱建物は、柱の一部を復原設

罹した。また、井戸には井戸枠を復原設罹し、単調になりかちな環境に変化をもたせた。芝生

と共に見学者に緑地と木陰を提供するためにケヤキ ・アカマツ等の高木を植栽した。

また、逍跡見学者の遺跡理解の一助として逍構名称を刻した表示石や、調査写真や出土遺物

写真等を焼きつけたアルフォト板を用いた石製の平置型の説明板や木製の立置型の説明板を要

所に設置した。

なお、参考までに以下に工事仕様概要を示す。

工事仕様概要

盛土・整地エ 検出遺構の保護を計り、また、整備工事上支障のないような基盤面を作るた

め、良質の排土と山砂を用いて埋戻し、入念に転！王整形した。

溝・石垣等石積補修工 検出された溝 • 石垣等には崩壊したり 、 牢みか大きく崩壊の危険の

多い所かみられる 。そこで、こうした所は、発掘調森時に撤去した石を用いて周囲の石積に習

い積直し補修した。

砂利混‘ノイルセメント舗装工 山砂0.15面当り 40kgのセメントを加え、少量の水を加え混合
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し、敷均しの過柑て、砂利0.15可を上から均等にバラまき、押しつけ、この砂利か表而に一部

現われるように施工し た。

赤土舗装工 良質の介土0.7而当リ砂利0.3可を配合し、入念に展圧・整形した。

レミファルト舗装エ アスファルトブロ ノク (25Xl20X240)を塙界として用い、厚 5cmの

砕石枯盤面の上にレミファルトを常温て）厚 5cm程に転圧 ・整形した。（第20図）

ソイルセメント舗装工 山砂0. 1 5rn ' 当リセメント 20kg を混合し 、少 •品の水を加え木コテて厚

5 cm程に内各形した。掘立柱建物表かに際しては 、アスフ ァルトブロ／ クを境界とし、砕石枯盤

面 I::.に施工した。（第20図）

芝張工 高鹿芝片を目地輻 3cm程で張り つけ 、山砂を厚薄のないようにま き、目地を埋め、

灌水した。

高木植栽工 樹木は充分に吟味した1憂良なものを用い、直構保設のため、鉢の高さ札＇ ．に1盛土

の上柏栽した。支柱は二脚島屈とした。樹種はケヤキ ・ヤマモミジ ・アカマツ ・アラカン ・ン

タレヤナキである 。

井戸枠復原設置工 井戸の径に よってこれまての出」一例から 2和「の井戸枠を同材の笏谷石て

復原作成し、設罹した。

遺構表示石作成設置工 迅構名称を花岡岩に刻し 、要所に設此した。

平置型説明板作成設置工 発掘設査時の追構lj真と追物万真と文章を組み合せた説明板をア

ルフォトを用いて焼きつけ、笏谷石を用いた高さ約60cmの低い、旧肛式の枯台に収りつけた。(p

L.28,第21図）

立置型説明板作成設置工 説明文と図血 ・写真を組み合せ、アルフォト を用いて焼きつけ、

況明板を作成し、これを、周辺環塙を考1也し、復原武家屋放の井戸屋形風の氾匠の木製構造物

に組み込んた。(PL.28，第20図）

- 20 -



PL. 1 

第51次調査区出土の中国陶磁器

第52次調査区出土の杓子



PL. 2 第51次調査・遺構 (1)

調査区全景 （東北から）

調査区全景 （北から）



PL. 3 第51次調査・遺構 (2)

調査区南の町屋群 （東から）

調査区北の町屋 （東から）



PL. 4 第51次調査・遺構 (3)

-？営翌ウアー,., 
ヽ 蛉が―＂- ―^▲9’---“-、-、'，，[I 
S マ；：四 l,l←一 J 



PL. 5 

-建物S83061 （北から）

第51次調査・遺構 (4)

、-9

“ !：！ ◄庭 S G2914に付属
ふ
’ した井戸SE3083 



PL. 6 第51次調査・遺構 (5)

根石S83076，る楚石と鉢巻石S83073，炉 SX 3152 大甕SX3115,溝SD3032 



PL. 7 

1.青白磁梅瓶 2 ・ 4. 

7.白磁印花文皿 8-12. 白磁皿

13-17.青磁輪花Jlll

第51次調査・遺物 (1)



PL. 8 第51次鯛査・ 遺物 (2)

18.染付皿 19.天目瓶 20. 1J磁片口鉢 21.同壺 22.同香炉 23.同乳鉢 26.同刻花文盤



PL. 9 第51次調査・遺物 (3)

30 

30.越前焼こね鉢 31. 同揺鉢 32.同鉢 33.同壺 34.同水指 35 ・ 37.灰釉llll

40.同仏花瓶 43.土帥質扱魯土器 44.鉄釉碗

33 



PL. 10 第51次調査・遺物 (4)

47 48 49 
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69 

66 

70 

r
 

l

-
71 

57 

50 

81 82 83 

72 

58 

75 

79 80 

74 59 

76 

78 

47. 111,1'i金具 48. ,jヽ柄（t内部） 49. 切羽 50. 鉗 57. 銅錘 58.銅製鈴 59.,jヽ枯

65.勾付金具 66. 水滴 67.飾令！し(?) 68~ 70．匙 7]．鍵 72. 火巻 73.袢 74.'貯管

75-78 . 家具 り 1 丁••金具 79. l:抜 80.鋏 81. 火」Ill(7) 82.鈍 83.金槌



PL. 11 第51次調査・遺物 (5)

85 

86 

98 

87 88 

< 
＾ 89 90 91 

ャ

I 02 99 93 94 

85．巣漆Jill 86 ・ 87. 朱漆IIIL 88..'.1,［漆椀 89-91.櫛 92.鍔 93.|：易物
94 . 牛、『り人オ('J'~ I屈 97. ヘラ 98. 櫂；lk木製，’:,',99. ‘令＜！し材 J (）2. I< !!,1、

97 



PL. 12 第51次調査・遺物 (6)

疇
103 104 

’’ 105 

103.融祈 した神］銭塊 104.編布片 105.炭化紙片



PL. 13 第52次調査・遺構 (1)

調査区全景 （南から）

道路SS 2952 • 3262 （南から）



PL. 14 第52次調査・遺構 (2)
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PL. 15 第52次調査・遺構 (3)
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PL. 16 第52次調査・遺構 (4)

区画52-I （北から）
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PL. 17 第52次調査・遺構 (5)
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PL. 18 第52次調査・遺構 (6)
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PL. 19 第52次調査・遺物 (1)
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PL. 20 第52次調査・遺物 (2)
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PL. 21 第52次調査・遺物 (3)
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PL. 22 第52次調査・遺物 (4)
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PL. 23 第52次調査・遺物 (5)
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PL. 24 第52次調査・遺物 (6)
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PL. 25 第46次調査区整備エ (I)
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PL. 26 第46次調査区整備エ (2)
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PL. 27 第46次調査区整備エ (3)
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第 1図 発掘調査・環境整備位置図
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第3図 第51次調査・遺構 (1)
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第4図 第51次調査・遺構 (2)
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第 5図 第51次調査・遺構 (3)
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第6図 第51次調査・ 遺構 (4)
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第 7図 第51次調査・遺物 (1)
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第8図 第51次調査・遺物 (2)
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第 9図 第51次調査・遺物 (3)
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第12図 第52次調査 ・遺構 (1)
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第13図 第52次調査・遺構 (2)
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第14図 第52次調査・遺物 (1)
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第15図 第52次調査・遺物 (2)
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第16図 第52次調査・遺物 (3)
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第17図 第52次調査・遺物 (4)
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第18図 第52次調査・遺物 (5)
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第19図 第46次調査区整備工全体図
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第20図 第46次調査区整備エ (1)
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第21図 第46次調査区整備工 (2) 
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